
NO.107 （8）日 高 市 議 会 だ よ り

避
難
所
に
つ
い
て

�

佐
藤
　
真

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

に
つ
い
て

�

松
尾
　
万
葉
香

一
般
質
問
の
要
旨

給食問題に関する書籍

増水で倒壊した新井橋

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
は
、
今
後
40
年
の

日
高
市
の
学
校
給
食
を
決
め

る
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
将

来
を
見
据
え
た
十
分
な
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
市

民
の
声
を
十
分
に
取
り
入
れ

て
い
る
の
か
を
問
い
た
い
が
、

ま
ず
、
自
校
式
で
な
く
セ
ン

タ
ー
方
式
と
す
る
理
由
は
。

答　

コ
ス
ト
上
の
メ
リ
ッ
ト

を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　

コ
ス
ト
の
概
算
比
較
は

実
施
し
た
の
か
。

答　

実
施
は
し
て
い
な
い
。

問　

将
来
に
向
け
、
高
齢
者

へ
の
配
食
や
災
害
時
の
炊
き

出
し
な
ど
、
学
校
給
食
以
外

の
機
能
は
検
討
し
た
の
か
。

答　

先
行
事
例
等
を
参
考
に

設
計
に
生
か
し
て
い
く
。

問　

将
来
、「
地
元
産
食
材

を
利
用
し
た
い
」「
食
器
を

磁
器
食
器
に
変
え
た
い
」
等

と
な
っ
た
場
合
に
も
対
応
可

能
な
施
設
に
な
る
の
か
。

答　

地
元
産
食
材
の
利
用
に

は
問
題
が
無
い
が
、
食
器
は

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　

将
来
、
有
機
米
に
変
更

す
る
選
択
肢
を
残
せ
る
よ
う
、

炊
飯
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

な
い
か
。

答　

炊
飯
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

パ
ン
の
材
料
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
給
食
関
係
者
が

問
題
視
し
て
い
る
が
見
解
は
。

答　

自
主
検
査
を
し
て
い
る
。

問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
は
、
事
業

期
間
が
15
年
も
の
長
期
に
な

る
が
、
現
在
で
は
想
定
が
で

き
な
い
ニ
ー
ズ
の
変
化
も
起

こ
り
得
る
の
で
は
。

答　

変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
事
前
に
検
討
を
行
う
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
計

画
は
完
成
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
今
後
の
市
民
の
声
を
聞

く
機
会
は
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は

無
い
。

問　

建
て
替
え
予
定
に
つ
い

て
の
周
知
は
行
っ
た
の
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
行
っ
て

い
な
い
。

問　

１
年
以
上
に
わ
た
る
市

民
検
討
会
議
の
議
事
録
が
公

開
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

答　

議
事
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
漏
れ
で
あ
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
も
導
入
し
て
い
く
中
、

教
育
へ
の
市
民
参
加
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
が
、

市
民
参
加
へ
の
見
解
は
。

答　

今
後
の
食
数
の
変
動
や

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
先
行
事
例
も

検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

こ
れ
か
ら
建
て
替
え
時
期
が

明
確
に
な
っ
た
際
に
は
、
改

め
て
広
く
市
民
の
皆
様
の
意

見
を
伺
い
た
い
。

問　

台
風
第
19
号
の
対
応

で
、
順
次
避
難
所
を
増
設
し

た
こ
と
は
適
切
で
あ
っ
た

が
、
定
員
に
達
し
た
避
難

所
に
避
難
が
で
き
な
か
っ

た
方
か
ら
、「
小
・
中
学
校

も
開
放
す
べ
き
で
あ
っ
た
の

で
は
。」
と
の
声
を
聞
い
た
。

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
小
・
中

学
校
に
避
難
所
を
開
設
す
る

の
か
。

答　

今
回
は
、
８
カ
所
の
避

難
所
で
避
難
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
規
模
を
有
し
て
い
た

の
で
学
校
に
開
設
し
な
か
っ

た
が
、災
害
の
種
類
や
規
模
、

避
難
者
数
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
、
大
規
模
な
避
難

所
が
必
要
な
場
合
や
長
期
の

避
難
に
な
る
場
合
な
ど
に
開

設
し
た
い
。
今
後
は
、
市
民

の
意
見
を
聞
い
て
、
効
果
的

に
活
用
し
て
い
く
。

問　

地
域
住
民
に
と
っ
て
身

近
に
あ
る
自
治
会
館
等
を
避

難
先
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

の
見
解
は
。

答　

自
治
会
館
等
の
活
用

は
、
避
難
に
時
間
を
要
し
な

い
こ
と
、
近
所
の
方
と
助
け

合
う
共
助
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
、
非
常
に
有
効

と
考
え
る
。自
治
会
等
に
は
、

自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金

を
有
効
に
活
用
し
て
、
防
災

機
材
や
備
蓄
品
の
更
新
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

各
避
難
所
の
混
み
具
合

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
周
知
す

る
方
策
は
。

答　

避
難
所
の
受
け
入
れ
可

能
人
数
な
ど
の
各
種
状
況

を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
デ
ー

タ
放
送
等
を
活
用
し
て
周
知

し
た
い
。

　

避
難
に
つ
い
て

問　

避
難
が
遅
れ
る
危
険
が

あ
る
と
さ
れ
る
心
理
的
な
働

き
（
正
常
性
バ
イ
ア
ス
）
に

関
す
る
危
険
性
の
啓
発
は
。

答　

個
人
差
が
あ
る
が
、
都

合
の
悪
い
情
報
を
過
小
評
価

し
て
し
ま
う
こ
と
で
犠
牲
に

な
る
事
案
が
発
生
し
て
い

る
。
近
年
は
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
災
害
が
発
生
し
て
い

る
趣
旨
で
、
防
災
訓
練
や
講

演
会
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
、
避
難
行
動
等

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

く
。

問　

主
体
的
な
避
難
を
促
す

た
め
に
、
率
先
し
て
避
難
を

呼
び
か
け
る
方
を
育
成
す
る

方
策
は
。

答　

他
の
地
区
で
の
事
例
な

ど
を
取
り
上
げ
な
が
ら
避
難

の
重
要
性
の
周
知
に
務
め
、

避
難
を
呼
び
か
け
る
リ
ー

ダ
ー
づ
く
り
に
努
め
る
。


